
平成 26（2014）年度 

ながの環境パートナーシップ会議 

活動報告書 

 

 

活動の概要 

平成 26（2014）年度は、長野市の環境ビジョンの実現に向け、「つなぐ・伝える・行動する」を行

動指針とし、プロジェクト、フォーラム、広報活動などに取り組みました。 

 

1. 各プロジェクトの活動 

（１） プロジェクト及びスペシャルプロジェクトへの取り組み 

① 生態系豊かな、水に親しめる川づくり（水環境保全）プロジェクト 

＊ 地域の住民とともに今井団地内の水路改修提案や野尻湖の水質調査などの自然観察会を行い

ました。 

② 光害対策プロジェクト 

＊ 光害の調査を実施、ワークショップへの参加を行い、光害防止について啓発しました。 

③ 生ごみ削減・再生利用プロジェクト 

＊ 生ごみ削減と堆肥作りの出前講座やイベント参加を住民自治協議会と協働することにより、

多くの市民に生ごみの減量化の周知をしました 

④ レジ袋使用削減プロジェクト 

＊ レジ袋使用削減のためのキャンペーンを継続的に実施し、事業者懇談会を開催しました。又、

千曲川流域レジ袋削減協議会に参画し、広域でのレジ袋使用削減への取組みを行いました。 

⑤ 市民の森づくりプロジェクト 

＊ 市民の森（ボブスレー・リュージュパーク内）の定期的な整備を行うと共に、「森づくり市民

講座」の開催やきのこ駒打体験、かんじき体験会等を開催しました。また第二の市民の森とし

て「清水寺の森」等について検討しました。 

⑥ 太陽エネルギー普及促進プロジェクト 

＊ 小学校への出前講座や各種イベントに参画し、啓発活動を行いました。 

⑦ スキー場跡地の自然復元プロジェクト 

＊ 大岡のパノラマスキー場の自然を復元するための植生調査を行いました。また、信州大学工

学部地域環境演習の受け入れによる環境学習への協力も行いました。 

⑧ 子どもの環境学習支援プロジェクト 

＊ 中高生を対象とした環境学習の支援として「第３回国際ユース環境会議」を戸隠で開催しました。 

⑨ ながのカーボンオフセットプロジェクト 

＊ 事業者・団体・市民が手軽に参加できるカーボンオフセットクレジット（CO2排出権）を提供し、

環境保全活動への関心向上を図るための検討を行いました。 

⑩ 小生物の生育環境保全プロジェクト （平成26年12月承認） 

＊ 松代地区内においてオオムラサキの観察会を実施しました。又、メダカの生息水路を整備すると

共に、看板を設置し保護・啓発を図りました。 

 

 

 



 ＜ながの環境団体大集合2015 スペシャルプロジェクト(SP)＞ 

ながの環境団体大集合の開催に向け、スペシャルプロジェクトを立ち上げ、コンテストの方法や内

容などについて団体等と協働により企画、開催しました。 

（任期：10月16日（木）から2月15日（日まで、会議開催数：６回） 

・ リーダー：弓場（ながの環境パートナーシップ会議） 

・ メンバー：山室(長野市市民協働サポートセンター)、鈴木(長野市地球温暖化防止活動推進センター) 

阿部(長野市ボランティアセンター)、河西、高木、渡辺(ながの環境パートナーシップ会議) 

横谷(事務局) 

 

（２） 信州大学工学部「地域環境演習2014」の受け入れ 

信州大学工学部が、「自分でＰＤＣＡサイクルを機能させて行動できる人材」の養成を目指し実施

する「地域環境演習 2014」の受講生を、各プロジェクトチームで受け入れ、環境保全活動を行いま

した。 

・ 信大生の受入数：20人（前年度 21名） 

水環境保全４人、生ごみ削減・再生利用３名、レジ袋使用削減１人 

スキー場跡地の自然復元５人、子どもの環境学習支援７人 

 

2. ながの環境パートナーシップ会議全体での活動 

（１） 環境学習会 

地域から支援を受け、自然エネルギーの普及の取り組みや、地域資源を活用し地域おこしに取り

組んでいる事例発表など、団体との協働による環境保全活動の取り組みに向けた意見交換の様子を

市民に公開し、活動の活性化や会員拡大を目的に開催しました。 

日時：平成 26年 12月６日(土) 10:00～12:00 

会場：長野市ふれあい福祉センター４階 会議室 

内容 

・公演   テーマ:自然エネルギーは地域の資源 

講  師:山田和輝 氏  (一社 自然エネルギー信州パートナーズ) 

・事例発表 ①テーマ:鬼無里の地域おこしと自然エネルギーの活用について 

       発表者:古畑真規子氏 (NPOまめってえ鬼無里) 

②テーマ:太陽エネルギー普及と今後について 

     発表者:田中昭氏 (本会議 太陽エネルギー利用促進プロジェクト) 

・参加数 ： 26名(前年度18名) 

 

（２） ながの環境団体大集合2015 ～ながの環境活動コンテスト～ 

市内の多くの企業や団体などで、持続可能な社会を目指し CO2削減や自然エネルギー活用など環

境保全活動に取り組んでいる。この環境保全活動を将来の世代に伝え、共に活動するきっかけとし

て「ながの環境活動コンテスト」を開催、審査員には、若い世代の代表として、公募した市内の高

校生や大学生、また市民が務め、発表団体の環境保全活動について「環境を良くするためにがんば

っているで賞」など表彰を行いました。 

 

日 時：平成 27年２月 15日(日) 13：00～16：40 (開場 12:30) 

会 場：長野市生涯学習センター4階 大学習室 2.3 

内 容 

・環境活動コンテスト  



テーマ「活動成果と環境活動でめざすもの」について発表(３分)、意見交換(４分) 

    発表団体 15団体 

○団体：信州水環境マップ・ネットワーク、松代ほたるの会、NPOみどりの市民 

○事業者：㈲まごころふれあい農園、株式会社ラポーザ、リコージャパン株式会社長野支社 

○会議プロジェクト：(水環境、光害、生ごみ、レジ袋、市民の森、太陽、スキー場、 

子どもの環境学習、カーボン) 

審査員： 審査委員長：杦本
すぎもと

育生
いくお

氏 （認定 NPO法人環境市民代表理事） 

○高校生８名 ：長野市商業高等学校、長野南高等学校、市立長野高等学校 

○大学生 12名：信州大学工学部・教育学部、長野清泉女学院大学 

○市 民 10名：来場者から抽選 

・表彰 6団体 ： 「環境を良くするためにがんばっているで賞」、「夢があるで賞」、「私たちも

やってみたいで賞」、「高校生が注目したで賞」、「大学生が注目したで賞」、「ながの環境パート

ナーシップ賞」 

・講話 市民団体等の現状について：NPO環境市民代表理事 杦本育生氏 

・参加者数:約 130名(前年度:43名) 

 

3. 広報 

（１） ニュースレター発行 

配布先：市関係課(21)、支所、公民館、関係団体等、県内市町村、ゴールドランク等企業 

「手をむすんで」 第３３号発行（平成 26年９月） 850部 

〃     第３４号発行（平成 27年１月） 850部 

〃     第３５号発行（平成 27年５月） 850部 

 

（２） ながの環境パートナーシップ会議ホームページの運用 

・ 各プロジェクトの出前講座やイベント等予定や活動報告及び理事会の議事録などを掲載 

・団体などから情報提供されたイベント等の掲載 

 

（３） 会員用メールマガジンの発行 

各プロジェクトの活動状況、他団体の情報提供、事務局からの連絡など（約 40回） 

 

（４） イベント等への参加 

  ① 信州環境フェア 2014 

日時：平成 26年８月 23日(土) 10:00～17:00、24日(日) 10:00～16:00 

会場：長野市・ビッグハット Ｐ会議ブース参加者：約 400人（前年度:約 300人） 

内容：Ｐ会議の活動紹介（スライド上映による活動紹介、Ｐ会議パンフレット配布など） 

プロジェクト活動紹介、環境クイズなど（生ゴミ削減、レジ袋使用削減） 

 

4. 他団体との連携 

 

（１） ながの環境団体大集合2015への事業所・環境保全団体への働きかけ 

事業所・環境保全団体との連携強化を図るため参加の周知を行いました。 

（２） 他団体・住民自治協議会への周知 

住民自治協議会との連携を図るため、ながの環境パートナーシップ会議の活動内を、各住民自治



協議会へ周知しました。 

ニュースレター「手をむすんで」を市内事業所などに配付をしました。 

（３） 事業所・環境保全団体との活動の連携 

レジ袋使用削減プロジェクトでは、スーパーの協力を得て、レジ袋削減を考える会など多くの環

境保全団体とともに店頭キャンペーンを行いました。 

生ごみ削減・再生利用プロジェクトでは、住民自治協議会と協働で、生ごみの堆肥化講座を開催

いたしました。  など 

 

5. 会議 

（１） 通常総会 

日 時：平成26年６月15日（日）10：00～12：00 

会 場：長野市ふれあい福祉センター４階 会議室 2.3 

出席数：65人（出席 25名、委任 40名 会員数 85名） 

内 容：平成 25（2013）年度活動報告、収支決算報告、監査報告について 

平成 26（2014）年度活動方針（案）、活動目標・活動計画（案）、収支予算（案）について 

 

（２） 理事会 

ながの環境パートナーシップ会議の運営等について協議するため、理事会を 12回開催しました。 

また、第 7.8回理事会では、プロジェクトリーダーとの合同会議を開催し、各チームリーダーか

ら上半期の進捗状況と下半期の計画等について説明を受け、下半期につなげるために助言をしまし

た。 

 

回数 開催日時 出席理事数 

第 １ 回 ６月 13 日（金）18：30～ ７人 

第 ２ 回 ７月 10 日（木）18：30～ ８人 

第 ３ 回 ８月 7 日（木）18：30～ ８人 

第 ４ 回 ９月 26 日（金）18：30～ ８人 

第 ５ 回 10 月 17 日（金）18：30～ ５人 

第 ６ 回 11 月 18 日（火）18：30～ ９人 

第 ７ 回 12 月 18 日（木）18：00～ ８人 

第 ８ 回 １月 21 日（水）18：30～ 10人 

第 ９ 回 ２月 20 日（金）18：30～ ５人 

第１０回 ３月 13 日（金）18：30～ ７人 

第１１回 ４月 22 日（水）18：30～ ７人 

第１２回 ５月 19 日（火）18：30～ ９人 

 

（３） 各プロジェクトチームミーティング等を随時開催 

 

6. 市政への参画 

審議会等名称 会員名 

長野市環境審議会 委員 金井 三平 

長野市廃棄物減量等推進審議会 委員 渡辺 ヒデ子 

長野市食育推進審議会 委員 佐藤 敏夫 

長野市市民公益活動促進委員会 委員 弓場 法、河西 弘明 



7. その他 

（１） 会員 

平成 27年５月末現在の会員数 105人（平成 26年５月末 85人） 

 

（２） ながの環境パートナーシップ会議への年間活動参画者数 

平成 18年度 1,676人 

平成 19年度 2,495人 

平成 20年度 3,152人 

平成 21年度 2,448人 

平成 22年度 2,790人 

平成 23年度 4,116人（第四次長野市総合計画 前期計画 目標値 3,000人） 

平成 24年度 4,176人  

平成 25年度 3,638人 

平成 26年度 3,566人 


